
番組表の受信のポイント

番組表に表示する番組名などのデータは、テレビアンテナを通じて特定のテレビ局から一日数回定
期的に提供されます。本機は本機の電源が「切」になっているときや、本機でゲームをしているとき
に番組表のデータを蓄積します。

お買い上げ時は番組表が使えません
お買い上げ時は、本機の中に番組表のデータが蓄積されていないため、電源を「切」にして番組表の
データを受信するまでは、番組表が使えません。地域番号を変更すると、番組表の番組情報を取得
する時刻も自動的に設定されます。取得される時間帯には電源を「切」にしてください。
取得時刻については、設定：テレビの設定でご確認ください（96ページ）。設定された時間は変更し
ないでください。

番組表のデータ取得に関するご注意

・ 番組表のデータを取得できるのは、本機の電源が「切」のとき、または本機でゲームを使用してい
るときだけです。それ以外のときは、番組表を取得することができません。

・ お買い上げ後、本機を初めて使うときは、番組表を取得するまで番組表のデータが表示されませ
ん。番組表のデータを送信する時間は、番組表のデータを送信する放送局（ホスト局）によって決
まっていますが、本機の使用状況によっては、番組表を取得できるようになるまで半日～ 1日程
度かかることがあります。

 番組表のデータを取得していないときでも、番組表以外の本機の機能はお楽しみいただけます。

・ 電波状況やゴーストの発生状況によっては、番組表のデータを取得できないことがあります。

 

本機の取り扱いに関する
ポイント

本機の基本的な準備は、取扱説明書の「準備1 付属品を確かめる」から「準備7 かんたん設定をする」
までを終えれば終了ですが、本機使用中も、以下の注意事項を守って本機を取り扱わないと、本機
の故障につながることがあります。

本機の電源が「入」のときに、電源コードを抜いたり
本体を動かさないでください
ハードディスクには振動や衝撃、ほこりからデータを守るための安全機構が組み込まれていますが、
誤った方法で使用すると、記録したデータを失ったり、故障したりします。
特に以下の注意事項を必ず守ってください。
－ 電源コードを挿したまま本機を移動させたり、設置方向を変えたりしない。
－電源コードを抜き差ししたときや、電源を入り切りしたときは、すぐに動かしたり、移動させた
りしない。電源を切ってから20秒程度お待ちください。

本機の中にディスクが入っていないことを確認してから
ディスクを入れてください
本機の中にディスクが入っている状態でディスクを入れようとすると、ディスクが傷つくことがあ
ります。

設置時のポイント

本機は横置きにも縦置きにもできますが、指定された方法以外の置き方をすると、CDやDVDなど
のディスクが正しく動作しません。
必ず正しい設置方法に従って、本機を設置してください。

正しい設置のしかた

悪い設置のしかた

この設置をすると本機が正しく動作しません

「かんたん設定」の
注意ポイント

接続と設置が終了し、本機の電源を初めて入れると、かんたん設定画面が表示されます。画面上に
表示される案内にしたがうだけで設定できますが、設定を誤ると番組表などが正しく使えなくなり
ます。下記ご注意は必ず守ってください。

時刻設定は正確にあわせてください
時刻が正確に設定されていないと、
番組表のデータを受信できなくなっ
たり、設定した予約録画が時間通り
に動作しなかったりします。
本機はあらかじめ時刻設定された状
態で工場から出荷されていますが、
念のため現在の時刻と本機の時刻が
一致しているか確認してください。
詳しくは、取扱説明書20ページを
ご覧ください。

地域番号設定で自動的に設定されたチャンネル設定も
念のため確認してください
初期設定の地域番号設定でお住まいの地域に合った地域番号を選ばなかった場合、番組表が正しく
設定されず、予約録画などができなくなったりします。
また、以下のようなときは、番組表データを取得するために、手動によるチャンネル設定が必要に
なることがありますので、ご注意ください。

・ ガイドチャンネル一覧の表示チャンネル（取扱説明書136ページ）がテレビのチャンネルと違う

・ ケーブルテレビやマンションの共同受信システムなどをご利用の場合で、ガイドチャンネル一覧
の表示チャンネルが違う

付属の分配器を使えば、テレビにもアンテナをつなげます
本機には、アンテナの出力端子がないため、本機とテレビ両方にアンテナをつなぐには、分配器を
使う必要があります。
本機には、分配器が2つ付属していますので、下図の接続例にしたがって、本機とテレビのアンテ
ナを接続してください。

BS IF入力端子には付属のケーブルをつないでください。

テレビとのAVコードによる接続については、取扱説明書16ページをご覧ください。

本機とテレビを映像コードまたはS映像コードで接続しているときは、
本機のプログレッシブ出力の設定を「切」にしてください
本機の「DVDの設定」の「プログレッシブ出力を設定する」（101ページ）で「入」を選びプログレッシブ
出力で出力しても、映像が表示されません。このような場合は設定を「切」のままにしてください。

DVDの映像が映らないときも、プログレッシブ出力の設定をご確認ください。

接続時の注意ポイント 

本機の接続を誤った方法で行うと、本機のハードディスクが壊れたり、アンテナが故障したりする
ことがあります。以下の注意は必ず守ってください。

接続するときは、
本機の天面を下にして
接続してください
1ふたの  を一度押し込んでから、

2手前に引っぱる。

電源コードはすべての
接続が終わってから
接続してください
準備中に電源を差し込むと、本機の
ハードディスクが故障する
可能性があります。

接続するときに、
本機を倒したり、
衝撃を与えたりしないで
ください

接続方法はP13へ

設置方法はP19へ 受信方法はP31へ

本機後面

サテライト用同軸ケーブル
（室外用防水型：別売り）

BS
アンテナ分配器

POWER PASSの端子へ

（付属）

サテライト用同軸
ケーブル（付属）

BS

F型コネクター付
同軸ケーブル（付属）

サテライト用同軸ケーブル（付属）

BS

VHF/UHF用アンテナ
接続ケーブル（付属）

VHF/UHF用アンテナ接続
ケーブル（別売り）
分配器と壁のアンテナ端子を
結ぶアンテナケーブルはでき
るだけ短くしてください

VHF/UHF

アンテナ分配器

壁のアンテナ端子へ

（付属）

テレビのBS IF
入力端子へ

テレビのVHF/UHF
入力端子へ

1

2

電源OFF!

©2004 Sony Corporation

Printed in Japan

Point 1

Point 2

Point 3

Point 4

Point 5

PSX準備ガイド
PSXを長く使っていただくための5つのポイント

本機の準備作業は、ビデオデッキなどの接続をしたことがある方であれば、簡単にで

きます。

しかし、本機は今までのビデオデッキなどとは異なり、ハードディスクなどの精密な

機械を搭載しているため、

いくつかの注意事項を知らずに準備作業を行うと、本機が故障してしまったり、正し

く録画できなくなったりします。
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テレビ側でBSアンテナに電源を供給
するときは
分配器のPOWER PASSと書かれている端子
と、テレビのBS IF入力端子を接続します。

テレビのBS IF入力端子へ
BSアンテナへ

 本機からBSアンテナに電源を供給す
るときは
分配器のPOWER PASSと書かれている端子
と、本機のBS IF入力端子を接続します。

本機のBS IF入力端子へ
BSアンテナへ

設定方法はP20へ

準備後に本機を満足して使っていただくために、下記5つのポイントだけは絶対に守っ

て準備を行ってください。



基本操作を確認する

す。
本機では、ホームメニューからテレビ・ビデオ・ミュージック・
フォト・PSBBなどのカテゴリを選び、各カテゴリのコンテ
ンツや機能を利用します。

リモコンのその他のボタンの説明については、
「各部のなまえ」（140ページ）をご覧ください。

ボタン
・ オプション機能を表示し
たいときに押します。

・ 操作パネルを表示させた
いときに押します。

 ボタン
・ 再生を停止し、ホームメ
ニューに戻るときに使い
ます。

・ 一つ前のメニューに戻る
ときに押します。

／決定ボタン
・ コンテンツを再生すると
きに押します。

・ メニュー上で選んだ項目
を確定するときに押しま
す。

十字キー
・ メニュー上に表示される
カーソルを移動させると
きに使います

・ ウィザードの画面を切り
換えるときに使います。

ホームボタン
ホームメニューを表示した
い/戻りたいときに押しま
す。

本機は以下のリモコンのボタンだけで基本的な操作ができま
す。

リモコンの操作方法について

ホームメニューの紹介

ディスクの
種類

ディスク名称 DVD-ROM DVD-R DVD-RW DVD+RW
ロゴ

モード － Videoモード VRモード Videoモード ＋VRモード
本機での表示 DVD-Video DVD-Video DVD-VR DVD-Video DVD+VR

ディスクの
種類

ディスク名称 DVD-R DVD-RW DVD+RW
ロゴ

モード Videoモード VRモード Videoモード ＋VRモード

本機での表示 DVD-Video DVD-VR DVD-Video DVD+VR
最長録画時間 約6時間
他機との互換性

DVDプレーヤー
で再生可能

VRモード対応の
機器でのみ再生可能

DVDプレーヤー
で再生可能

＋RW対応の機器
でのみ再生可能

ダビング可能な回数 1回のみ 初期化を行えば何回でも可能 初期化を行えば
何回でも可能

詳しくは

66ページ

ダビング後の追記 詳しくは

66ページ

DVDメニュー作成 詳しくは

68ページ

プレイリスト作成 詳しくは

64ページ

二ヵ国語放送
のダビング

主音声のみ *2 *2 *2 *2 詳しくは

99ページ

副音声のみ *2 *2 *2 *2

主音声＋
副音声

*1 *3 *1 *1

ディスクの種類 ディスク名称 CD CD-R
ロゴ    

説明 音楽や音声が記録された市販のソフト CDレコーダーやパソコンで作成したCD。
音楽用フォーマットと、MP3ファイルの
み再生可能

本機で再生・ダビングできるディスク一覧

ビデオで再生できる
ディスクについて

ビデオでダビングできる
ディスクについて

本機では、さまざまな種類のディスクを利用することができます。
本機の機能によって、利用できるディスクが異なります。

 フォトで再生できるディスク

本機のフォトで再生できるディスクはCD-Rのみです。
本機で再生するためのパソコンでのCD-Rの作成方法につい
ては、「CD-Rへのファイルの保存方法について」（123ページ）
をご覧ください。

 ゲームで使えるディスク 

ディスク
の種類

“PlayStation 2”
規格 

“PlayStation 2”
規格 

“PlayStation”
規格 

ディスク
に付いて
いるマー
ク（ロゴ）

“ ”と
“PlayStation 2”
ロゴタイプと

と
「FOR JAPAN 
ONLY」表記

“ ”と
“PlayStation 2”
ロゴタイプと

と
「FOR JAPAN 
ONLY」表記

“ ”と
“PlayStaion”ロ
ゴと と
「FOR JAPAN 
ONLY」表記

ディスク
の色 銀・金 青 黒

記録して
いるもの 音声＋映像

ディスク
の大きさ 12cm

 本機に対応していない
 ディスクについて

本機は以下のディスクに対応していません
･ DVD-RAM

･ DVDオーディオ

･ 本機では再生できない地域番号（リージョンコード）のDVD
ビデオ

･ CD-RW

･ ビデオCD

･ スーパー VCD

･ スーパーオーディオCDのHD（ハイデンシティ）レイヤー

･ NTSC以外のカラーテレビ方式（PAL、SECAM）対応の
ディスク（本機がNTSCカラーテレビ方式対応のため）

ミュージック（音楽の再生）で
再生できるディスク

テレビで使えるキーです。

お買い上げ時、本機側の
リモコンモードは「1」に
設定されておりますので、
リモコン側も「1」に設定
してください。

本機で再生できるディスクは音楽CDとCD-Rだけです。

CD-RWは対応していません。
本機で再生するためのパソコンでのCD-Rの作成方法について
は、「CD-Rに保存したMP3ファイルを本機で再生するときの
ご注意」（77ページ）をご覧ください。

・ 録画した映像の再生（52ページ）

・ 録画した映像のDVDへのダビング
（64ページ）

・ 録画した映像の編集（59ページ）

・ DVDの再生（52ページ）

・ “メモリースティック”やデジタルカ
メラ、CD-Rに保存した写真や動画
の再生（80ページ）

・ “メモリースティック”やデジタルカメ
ラ、CD-Rに保存した写真や動画のハー
ドディスクへの保存（84ページ）

・ CDやCD-Rに記録されている曲の再
生（72ページ）

・ CDやCD-Rに記録されている曲の
ハードディスクへの保存（75ページ）

・ テレビ番組の視聴（40ページ）

・ テレビ番組の録画（42ページ）

・ 番組表を使ったテレビ番組の録画
予約（46ページ）

*1 「 DVD二カ国語記録音声」の設定で選択した音声で記録されます。
*2 録画時に設定したHDD二カ国語記録音声の音声のみダビングされます。
*3 主音声/副音声両方がダビングされ、再生時に主音声/副音声の切り換えができます。

横軸：ジャンル

縦軸：コンテンツ

・ “PlayStation”や 
“PlayStation 2”の
ゲームで遊ぶ（86
ページ）

・ ゲームメーカーやプ
ロバイダなどが提供
するコンテンツの閲
覧（92ページ）


